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選 定 に 必 要 な 資 料      （種目名 国語）               №１ 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 
(1) 内容，程度，分量等 (2)教材の選択や構成等 

(3) 興味・関心を 

 高める工夫 

(4)教科の特性，島根県の   

実態や課題への適合等 

(5)発展的学習，自学 

 自習についての工夫 
(6)その他 

 
 
 
 
 
 
Ａ
 
東
京
書
籍 

・各領域とも学年段階
に応じた適切な教材を
取り入れている。また
資料編では，本編に対
応し，関連づけて読め
る文章が収められてい
るため，発展的な学習
にも役立つよう工夫さ
れている。（1年p186,
p286） 
・基礎編では，「学び
を支える言葉の力」を
３年間で系統的に積み
上げ，身につけられる
よう工夫されている。 
（1年p230） 

・本編・基礎編・資料
編に分かれており，そ
れぞれが関連しあって
学習できるように配慮
されている。 
・各学年「学びの扉」
の後に「話す・聞く」
「書く」活動を取り入
れ，さらにその学習を
基礎編の「学びを支え
る言葉の力」で定着で
きるよう工夫されてい
る。（1年p29→p30→ 
p245） 

・文法の学習や，「書
く」領域での学習材の
選定において，中学生
の視点を意識したもの
が選ばれている。 
（1年p121，p205） 
・「話す・聞く」「書
く」の領域では，学習
の手順の詳しい説明に
あわせ，構成例や報告
例，完成例などの，豊
富なモデルが示してあ
り，学習を進める上で
のよき手助けとなると
考えられる。（1年p71） 

・各学年巻頭の折り込
みページには，「学習
の進め方」と「１年間
の学習の流れ」が視覚
的にわかりやすい形で
まとめられており，見
通しを持って学習でき
るよう工夫されている。 
・発想・整理の方法と
して「グルーピング」
や「ウェビング」「イ
メージの花火」など，
他教科や日常生活の中
でも役に立つ情報活用
能力を育成するように
工夫されている。（1年
p72,p292） 

・「読む」領域の「て
びき」は「読み取る」
「考えを深める」の２
本立てで学習の手がか
りが示されているが，
さらに「たすけ」とい
うヒントがあり自学自
習しやすいよう工夫さ
れている。（1年p68） 
・新出漢字が，そのペ
ージの下段に載ってお
り，文章のどこに出て
いる漢字か見つけやす
く，また文章で使われ
ていない音訓の例語が
載っており，自主学習
にも使えるよう工夫さ
れている。 

・資料編の「言葉
を広げよう」では,
学習した内容に関
連する言葉を集め
語彙を増やす工夫
がされている。（1
年p229） 
・漢字道場の欄は
上段が説明で下段
が練習問題になっ
ており，分かりや
すい紙面構成にな
っている。(3年p58) 

・本編・基礎編・資料
編の３部で構成されて
いる点が特徴的で，本
編の学習材で学んだ内
容を基礎編で定着・復
習できるようにしてあ
る。さらに，資料編で
は学習内容の資料とし
ての役割を持つだけで
なく，発展的な位置づ
けとなっている。 
・教科書の随所に中学
３年間を見通すような
表現・図表があり，今
の学習の位置づけや系
統が確認できるよう工
夫されている。 
（1年p133,2年p242,巻
末） 
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・取り扱っている文章
は，じっくりと読みこ
んで考える力を育成す
ることができるように
工夫されている。 
・「読む」学習材で学
習したことと関連付け
てその後の「活動を考
える」という言語活動
が設定され，「話す・
聞く」「書く」領域の
単元を貫く言語活動が
行えるよう工夫されて
いる。（1年p143） 

・全学年，「絆」「生
命」「群像」「伝統」
「世界」の五つの単元
で構成されている点に
特徴があり，それぞれ
に「選択」という学習
材が配置されていて，
補充・深化させること
が可能になっている。
（1年p22） 
・「発見する読み」で
説明されている読解の
手法を実際に使って読
めるよう，そのすぐ後
に学習材が配置されて
いる。（1年p38） 

・「～を見抜く」のペ
ージに，全学年を通し
てナビ役のキャラクタ
ーを登場させたり，古
典教材の資料として絵
本や漫画を取り入れた
りするなど，学習材を
身近に感じるような工
夫がなされている。（1
年p48） 
・「情報と表現」では
ＣＭを取り上げたり，
メールと手紙を比較さ
せたりするなど，興味
を持って取り組めるよ
うに工夫されている。
（1年p97） 

・各学年の「情報と表
現」では，演習を進め
ながら表現の特色につ
いて考えを深められる
ように活動が工夫され
ている。（2年p85,253） 
・読書案内では「網を
編む」と題して，単な
る本の紹介ではなく，
関心のあるものから自
分の世界を広げるため
の読書の広げ方，深め
方に重点を置いたつく
りとなっている点に特
徴がある。（2年p275） 

・学習材末の「学びの
窓」は，「読む前に」
「読み深める」「まと
め」と，学習の流れに
沿って課題が設けてあ
る。さらに，書き込ん
でいけるようになって
いるため，自学自習で
取り組みやすい工夫が
してある。（1年p20） 
・詩の学習では，比較
して読んだり，作者に
ついての理解が深まる
ように，同じ作者の作
品が複数紹介されてい
る。（1年p79,2年p633,
3年p71） 

・３年では，日本
語を表す文字とし
て点字や手話，指
文字を取り上げ，
文字を通して自ら
の生活を広げられ
るよう工夫されて
いる。（3年p251） 
・巻末に「古典に
親しむために」と
して３学年とも同
じページを設け，
繰り返し確認でき
るよう配慮されて
いる。(1年p299) 

・１年間を五つの大単
元に分け，それぞれの
単元の中で関連した学
習内容を深く掘り下げ
ていけるようにしてあ
る点が特徴的である。 
・「学びの窓」の「つ
いた力を確かめよう」
では「言葉の力」，「考
える力」，「知識や技
能」の３つの視点から
学習を振り返り，自己
評価できるよう工夫さ
れている。（1年p21） 
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選 定 に 必 要 な 資 料      （種目名 国語）               №２ 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 
(1) 内容，程度，分量等 (2)教材の選択や構成等 

(3) 興味・関心を 

高める工夫 

(4)教科の特性，島根県の 

 実態や課題への適合等 

(5)発展的学習，自学 

  自習についての工夫 
(6)その他 
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三
省
堂 
 
 

 

・学年に応じた読みや
すく適切な教材を取り
入れ，資料編には幅広
い分野からの教材が多
数収められており充実
している。特に「考え
る広場」は，他教科や
総合的な学習の時間に
役立つよう工夫されて
いる。（1年p260-273） 
・「書く」領域では，
情報整理の方法等，ス
キルが身につき，日常
生活で役に立つよう工
夫されている。(1年p44,
2年p196,277) 

・「読む」領域にある
「読み方を学ぼう」は
３年間の「読み」の学
習を系統立てて学習で
きるようにわかりやす
く図式化するなど工夫
されている。（1年p32-
34） 
・「話す・聞く」の学
習材すべてにおいて，
さまざまなグループ活
動や話し合い学習が配
置されており，相手を
意識した具体的な対話
の活動ができるように
工夫されている。（1年
p26-30） 

・落語，即興劇（1年）
対話劇，古典の超訳，
歌舞伎（2年），句会狂
言（3年）など，生徒の
興味をひくような学習
材が選定されている。
（3年p62-63） 
・「読み方を学ぼう」
や「書く」のページに
図表を用いることで，
分かりやすく，また関
心を持って学習に取り
組めるようになってい
る。（1年p131） 

・「学ぶ力を高めよう」
では，学年の段階に応
じた内容となっており，
学年を追うごとにスキ
ルアップできるよう配
慮されている。 
・資料編には「読書の
広場」の中に「情報探
しのヒント」「情報活
用のヒント」というペ
ージが設けてあり，図
書館等を使った情報活
用について具体的な方
法が紹介されている。
（1年p234-237） 

・各学習材の最後に設
定された「学びを広げ
よう」では，発展学習
のための手がかりが示
されている。中には２
通りの課題が提示され
ているものもあり，選
択できるように工夫さ
れている。（3年p197） 
・参考資料の中に全学
年「学習用語辞典」が
あり，自学自習に役立
つ配慮がある。（1年 
p282-287） 

・学習材の後に，
「学びの道しるべ」
として，学習の流
れが示してあり，
図や表などを書き
込みながら学習で
きるように工夫さ
れている。（1年 
p130） 
・読み物教材の後
には「私の本棚」
コーナーがあり，
同じ作者の他の作
品にとどまらず，
関連性のある本が
表紙付きで紹介さ
れている。（1年 
p129） 

・巻末に「読み方を学
ぼう一覧」があるよう
に，系統立てたスキル
育成を強く意識したつ
くりとなっている点が
特徴的である。 
・「学びの道しるべ」
の，投げかけや指示が
明確で具体的である点
など，教科書全体を通
して「はっきりとした
ねらいで，わかりやす
い国語の学習」を工夫
しているといえる。 
（3年p169） 
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教
育
出
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・古きよき作品を大切
にしつつ，新しい文章
や資料を幅広い分野か
ら厳選してあり，多様
な文章や資料，写真な
どに触れられるよう工
夫してある。 
・全学年巻末の「言葉
の自習室」に，補充学
習的な資料を掲載する
ことにより，基礎・基
本の定着と同時に，生
徒の自主学習や総合的
な学習の時間や他教科
の学習にも生かせるよ
うに工夫してある。 

・学習材末の「みちし
るべ」には，学習の進
め方や学習のアドバイ
スが示してあり，生徒
だけでなく，指導者に
も授業のヒントとなる
よう工夫されている。
（1年p39） 
・各学年とも巻末に折
り込みページを設け，
古典作品や伝統文化に
興味を持つためのナビ
ゲートの役割を持って
いる点に特徴がある。 

・１年の古典学習の導
入に川柳や十返舎一九
の作品を取り上げて，
「笑い」という文化か
ら切り込み，２年の意
見文を書く学習では４
コマ漫画を切り口にし
ているなど，興味・関
心をもてるような工夫
がなされている。（1年
p105,2年p188） 
・「文法の小窓」と「言
葉の小窓」では会話形
式で学習内容を取り上
げており，興味を持っ
て学習に入れるような
工夫がされている。 
（2年p77） 

・学習材末に関連図書
を紹介し，読書により
学習を深化できるよう
工夫されている。また
表紙写真を掲載するこ
とにより，図書館や書
店で探しやすいように
工夫されている。 
・各学年とも実際に表
現する活動を取り入れ
て，メディアの特性に
ついての理解を深めな
がら，自分の表現に生
かせるような題材が選
定されている。 
（1年p62） 

・「みちしるべ」の中
の「ここが大事」には
その学習材で学習した
内容の要点がまとめら
れており，自習や家庭
での復習に役に立つ。
（1年p40） 
・巻末にある「言葉の
自習室」や「学びのチ
ャレンジ」では，本編
の学習を踏まえた発展
的学習や応用問題を豊
富に掲載しており，自
分の力で思考力・判断
力・表現力が高められ
るよう工夫してある。
（1年p279,328） 

・各学年巻頭に，
「身につけたい言
葉の力」「教科書
の構成」「教材で
扱う内容」「この
教科書の使い方」
を示したページを
置き，１年間の国
語学習を概観でき
るように工夫され
ている。（1年p7） 
・読書単元で「作
品解説」と「作者
紹介」を資料とと
もに詳しく掲載し
文豪と呼ばれる日
本を代表する作家
について学習でき
るようになってい
る。（1年p130） 

・読み比べができるよ
うに複数の説明的文章
を並べて単元構成した
り，メディアを利用し
た学習で実際に表現す
る活動を取り入れたり
するなど，学習材の選
定に工夫が見られる。
（1年p62,p138） 
・学習材に「目標と振
り返り」の欄があり，
その学習を終えた後の
振り返りや自己評価を
重視している点に特徴
がある。（1年p98） 
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選 定 に 必 要 な 資 料      （種目名 国語）               №３ 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
(1) 内容，程度，分量等 (2)教材の選択や構成等 

(3) 興味・関心を 

高める工夫 

(4)教科の特性，島根県の 

 実態や課題への適合等 

(5)発展的学習，自学 

  自習についての工夫 (6)その他 

 
 
 
 
 
 
Ｊ
 
光
村
図
書
出
版 
 
 

・教科書全体を通じて
発達段階を考慮すると
ともに，生徒の学習意
欲を喚起する教材が系
統立てて配置されてい
る。 
・「話すこと・聞くこ
と」「書くこと」の中
心の学習材の他に短時
間で取り組める題材を
提示し，生活や他の学
習の場で生かせるよう
に工夫されている。ま
た，生徒同士の交流の
場を設ける工夫もされ
ている。（1年p36-39） 

・１年最初の単元では
，「野原はうたう」と
いう詩を通して「声を
届ける」「書き留める
」「調べる」などの，
中学校の国語授業開き
を意識した内容となっ
ている点が優れている
。（1年p13-24） 
・全学年に東日本大震
災に関連した学習材が
取り上げられているよ
うに，最新の文章が選
定されており，また幅
広い分野からの文章が
取り入れられている。
（1年p73,2年p180,3年
p58） 

・全学年にノンフィク
ション作品を取り上げ
て，読書や社会への関
心が高まるように工夫
されている。(1年p190 
2年p180,3年p182） 
・「読書案内」では，
テーマ別に本を紹介し
生徒の関心に基づく本
選びができるよう工夫
されている。(1年p90) 
 

・情報の集め方，吟味
の仕方，発信の仕方な
ど今日的課題である情
報活用能力の基礎を各
学年で段階的に身につ
けられるように工夫さ
れている。(1年p60,2年
p59,3年p62） 
・｢読む｣の学習材では
目標に対する｢学習の振
り返り｣の観点が工夫さ
れており，自分の言葉
で何を学んだのかをま
とめるようになってい
る。(1年p48) 

・学ぶ項目を二つに焦
点化させた目標が学習
材の冒頭と「学習」の
ページに明記されるこ
とで常に意識化され，
また，｢確認しよう｣｢読
みを深めよう｣｢自分の
考えを持とう｣や「学習
の窓」で学習のプロセ
スが自然と身に付くよ
うに工夫されている。
（1年p26） 
・「学習を広げる」に
は，読書感想文の書き
方など自主学習が進め
やすいような工夫がさ
れている。(1年p280) 

・「読書コラム」
では著名人が書い
た本の推薦文を紹
介するなど，本の
読み方の参考にな
るよう工夫がされ
ている。(3年p99)
・巻末の折り込み
に，「説明的な文
章を読むために」
「文学的な文章を
読むために」とい
う総括的な学習用
語解説が学年の学
習内容に応じてま
とめられている。 

・「読む」学習材末に
「確認しよう」「読み
を深めよう」「自分の
考えをもとう」と，学
習の流れに沿って課題
が設定されているよう
に，読解力とともに思
考力・表現力を高める
工夫がされている。 
（1年p171） 
・古典や近代文学の作
家や今日的な課題を含
んだ文章，ノンフィク
ションなど魅力的な文
章が教材としてバラン
ス良く配置されている
点が優れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                


